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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第84期

第１四半期連結
累計期間

第85期
第１四半期連結
累計期間

第84期

会計期間

自 平成22年
４月１日

至 平成22年
６月30日

自 平成23年
４月１日

至 平成23年
６月30日

自 平成22年
４月１日

至 平成23年
３月31日

売上高（百万円） 32,576 29,700 127,026

経常利益（百万円） 3,997 2,321 12,705

四半期(当期)純利益（百万円） 2,023 1,247 9,185

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
2,323 3,247 7,590

純資産額（百万円） 51,745 58,465 55,686

総資産額（百万円） 94,209 100,114 96,299

１株当たり四半期(当期)純利益金

額（円）
64.87 39.98 294.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 45.01 48.81 48.58

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）が含まれておりません。

３．第84期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当第１四半期連結累計期間の財政状態、経営成績の分析は、次のとおりであります。

　なお、本項に記載した予想、見込み、方針等の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グ

ループ（当社及び連結子会社）が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況　

　当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済情勢は、欧州財政危機の深刻化や米国経済の停

滞懸念が広がる一方、アジア及びその他の新興国需要は、着実に上昇しました。一方、国内経済は東日本大震災によ

り甚大な影響を受けましたが、寸断された部品供給網の復旧が想定よりも早く進み、持ち直しの兆しが見られまし

た。

　このような環境の中、当第１四半期連結累計期間における連結売上高は29,700百万円（前年同期比8.8％減）、営

業損益は2,501百万円の営業利益（前年同期比37.8%減）となりました。

　セグメント別の状況につきまして、日本では、主要販売先の減産に伴う販売減により、売上高は5,258百万円（前年

同期比43.8％減）となり、セグメント損益は338百万円の損失（前年同期は1,245百万円の利益）となりました。

　北米地域は、四輪車用製品の販売が減少したこと等により、売上高は5,600百万円（前年同期比7.2％減）となり、

セグメント損益は69百万円の利益（前年同期比19.0%増）となりました。

　欧州地域は、四輪車用製品の販売が増加したこと等により、売上高は1,780百万円（前年同期比4.6％増）となり、

セグメント損益は229百万円の利益（前年同期比51.0%増）となりました。

　アジア地域は、二輪車用製品の販売が増加したこと等により、売上高は11,623百万円（前年同期比8.8％増）とな

り、セグメント損益は1,752百万円の利益（前年同期比7.2％減）となりました。

　南米地域は、二輪車用製品の販売が増加したこと等により、売上高は5,437百万円（前年同期比13.3％増）となり、

セグメント損益は763百万円の利益（前年同期比29.1%増）となりました。

　連結経常利益は2,321百万円（前年同期比41.9%減）となり、四半期純利益は1,247百万円（前年同期比38.4%減）

となりました。

　

(2) 財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間の総資産は、前期末に比べて3,814百万円増加し、100,114百万円となりました。

　流動資産は、前期末に比べて2,274百万円増加し、42,231百万円となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金の

増加3,582百万円等によるものです。

　固定資産は、前期末に比べて1,540百万円増加し、57,882百万円となりました。主な要因は、有形固定資産の増加

1,306百万円等によるものです。

　負債は、前期末に比べて1,035百万円増加し、41,648百万円となりました。主な要因は、支払手形及び買掛金の減少

1,832百万円、未払金の増加3,554百万円等によるものです。

　少数株主持分を含めた純資産は、前期末に比べて2,779百万円増加し、58,465百万円となりました。主な要因は、利

益剰余金の増加779百万円、為替換算調整勘定の増加1,338百万円、少数株主持分の増加698百万円等によるもので

す。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、346百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、日本セグメントの生産、受注及び販売の実績が著しく変動いたしました。そ

の内容については、「(1)業績の状況」をご覧下さい。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,200,000 31,200,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株　

計 31,200,000 31,200,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
 （百万円）

資本準備金
増減額

 （百万円）

資本準備金
残高

 （百万円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 31,200,000 － 2,973 － 2,714

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　5,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   31,190,100 311,901 －

単元未満株式 普通株式        4,900 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 31,200,000 － －

総株主の議決権 － 311,901 －

　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

武蔵精密工業株式

会社

愛知県豊橋市植田町

字大膳39番地の５
5,000 － 5,000 0.02

計 － 5,000 － 5,000 0.02

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成

23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,370 7,825

受取手形及び売掛金 10,927 14,509

商品及び製品 3,713 2,748

仕掛品 3,358 3,231

原材料及び貯蔵品 7,253 7,548

繰延税金資産 827 1,244

その他 4,514 5,131

貸倒引当金 △8 △8

流動資産合計 39,956 42,231

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 23,345 23,816

減価償却累計額及び減損損失累計額 △11,914 △12,268

建物及び構築物（純額） 11,431 11,548

機械装置及び運搬具 119,502 122,092

減価償却累計額及び減損損失累計額 △96,434 △99,002

機械装置及び運搬具（純額） 23,068 23,090

工具、器具及び備品 6,109 6,296

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,987 △5,212

工具、器具及び備品（純額） 1,122 1,084

土地 3,709 3,724

建設仮勘定 3,777 4,969

有形固定資産合計 43,109 44,416

無形固定資産

ソフトウエア 293 262

その他 39 39

無形固定資産合計 333 301

投資その他の資産

投資有価証券 5,210 5,152

出資金 1,030 1,030

長期貸付金 34 36

繰延税金資産 4,025 4,207

その他 2,649 2,789

貸倒引当金 △50 △51

投資その他の資産合計 12,899 13,164

固定資産合計 56,342 57,882

資産合計 96,299 100,114
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,247 7,414

短期借入金 8,665 8,660

1年内償還予定の社債 4,725 4,725

未払金 2,590 6,144

未払費用 4,753 5,190

未払法人税等 1,465 1,553

繰延税金負債 5 6

賞与引当金 1,123 829

役員賞与引当金 101 37

製品補償引当金 29 28

その他 668 676

流動負債合計 33,376 35,268

固定負債

社債 3,075 2,775

長期借入金 1,004 1,046

繰延税金負債 175 210

退職給付引当金 2,560 1,402

その他 421 946

固定負債合計 7,236 6,380

負債合計 40,613 41,648

純資産の部

株主資本

資本金 2,973 2,973

資本剰余金 2,714 2,714

利益剰余金 48,174 48,954

自己株式 △6 △6

株主資本合計 53,856 54,636

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,881 1,844

為替換算調整勘定 △8,952 △7,614

その他の包括利益累計額合計 △7,071 △5,770

少数株主持分 8,900 9,599

純資産合計 55,686 58,465

負債純資産合計 96,299 100,114
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 32,576 29,700

売上原価 26,026 24,704

売上総利益 6,550 4,996

販売費及び一般管理費 2,531 2,494

営業利益 4,019 2,501

営業外収益

受取利息 32 71

受取配当金 25 33

その他 141 86

営業外収益合計 199 191

営業外費用

支払利息 113 118

固定資産除却損 7 4

為替差損 56 199

その他 45 48

営業外費用合計 222 371

経常利益 3,997 2,321

特別利益

固定資産売却益 1 2

特別利益合計 1 2

特別損失

固定資産売却損 74 －

固定資産除却損 4 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 53 －

環境対策費 11 －

災害による損失 － ※1
 252

賞与引当金繰入額 － 127

特別損失合計 144 382

税金等調整前四半期純利益 3,853 1,941

法人税等合計 1,356 254

少数株主損益調整前四半期純利益 2,497 1,687

少数株主利益 473 439

四半期純利益 2,023 1,247
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,497 1,687

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △576 △36

為替換算調整勘定 402 1,597

その他の包括利益合計 △174 1,560

四半期包括利益 2,323 3,247

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,588 2,548

少数株主に係る四半期包括利益 734 698
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

税金費用の計算 当社及び国内連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

する方法によっております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果とな

る場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（賞与支給対象期間の変更）

　当社は、賃金規則を変更し、当第１四半期連結会計期間より、５月１日から10月31日まで及び11月１日から４月30日まで

の支給対象期間を４月１日から９月30日まで及び10月１日から３月31日までに変更いたしました。これにより、支給対象

期間の重複部分に対応した金額を特別損失に賞与引当金繰入額として計上しており、この結果、税金等調整前四半期純利

益が127百万円減少しております。

　

（退職一時金制度から確定拠出年金制度への移行）

　当社は、前連結会計年度において退職一時金制度から確定拠出年金制度への移行に係る規程等の改訂を行い、平成23年

４月１日に当該規程等を施行しております。

　これに伴う確定拠出年金制度への資産の未移管額は、当第１四半期連結会計期間の末日において829百万円であり、未払

金及び長期未払金（固定負債の「その他」）に計上しております。

　なお、本移行に伴う終了損失の額は、前連結会計年度において特別損失に計上しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

　１．ブラジル国の連結子会社であるムサシドブラジル・

リミターダにおいて、連邦歳入庁よりＰＩＳ（社会統

合基金）及びＣＯＦＩＮＳ（社会保険融資負担金）に

関し、日本円換算1,758百万円（34百万レアル）の納付

請求がなされましたが、本件については、マナウス・フ

リー・トレード・ゾーンへの売上に対する課税であ

り、当社グループとしてはこれを不服とし、異議申し立

て中であります。

　１．ブラジル国の連結子会社であるムサシドブラジル・

リミターダにおいて、連邦歳入庁よりＰＩＳ（社会統

合基金）及びＣＯＦＩＮＳ（社会保険融資負担金）に

関し、日本円換算1,779百万円（34百万レアル）の納付

請求がなされましたが、本件については、マナウス・フ

リー・トレード・ゾーンへの売上に対する課税であ

り、当社グループとしてはこれを不服とし、異議申し立

て中であります。

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

――――― ※１．災害による損失

　　　災害による損失は、東日本大震災に起因した操業休止

期間中の固定費であります。
　 　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第1四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半期連結
累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。　　

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　

減価償却費   2,626百万円

　

減価償却費   2,251百万円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１．配当に関する事項

　配当金支払額

  
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日

定時株主総会
普通株式 467 15 平成22年３月31日平成22年６月24日利益剰余金 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．配当に関する事項

　配当金支払額

  
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 467 15 平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金 

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日　至 平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　
　

 
日本 北米 欧州 アジア 南米 合計

調整額

(注1)

四半期連結損

益計算書計上

額（注2）

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

 売上高         

外部顧客への売上高 9,3576,0341,70210,6854,79732,576 － 32,576

セグメント間の内部売

上高又は振替高
3,704 26 0 141 0 3,873△3,873 －

計 13,0626,0601,70210,8274,79736,450△3,873 32,576

 セグメント利益 1,245 58 151 1,887 591 3,935 84 4,019

　　（注）１．セグメント利益の調整額84百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日　至 平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　
　

 
日本 北米 欧州 アジア 南米 合計

調整額

(注1)

四半期連結損

益計算書計上

額（注2）

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

 売上高         

外部顧客への売上高 5,2585,6001,78011,6235,43729,700 － 29,700

セグメント間の内部売

上高又は振替高
4,311 14 4 210 0 4,542△4,542 －

計 9,5695,6141,78511,8345,43834,242△4,542 29,700

 セグメント利益又は損失

（△）
△338 69 229 1,752 763 2,476 24 2,501

　　（注）１．セグメント利益の調整額24百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 64円87銭 39円98銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 2,023 1,247

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 2,023 1,247

普通株式の期中平均株式数（株） 31,195,104 31,194,920

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　　

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成２３年８月８日

武蔵精密工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　惠一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢定　俊博　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている武蔵精密工業株

式会社の平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２３年４月

１日から平成２３年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３年６月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び

注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、武蔵精密工業株式会社及び連結子会社の平成２３年６月３０日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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